
自然災害への備えに関する 

要配慮者利用施設管理者に対する説明会 

近畿地方整備局 大阪府 



 本日の説明内容 
 
   １．今回説明会の経緯 
   ２．大阪で起こりうる自然災害 
   ３．災害リスクの把握 
   ４．避難情報の入手と活用 
   ５．避難確保計画の作成 



今回説明会の経緯 

○ 岩手県岩泉町の小本川と支川清水川において、溢水、越水、決壊により広範囲で浸水が発生。 

○ これまでに、浸水面積242ha、床上浸水118戸、床下浸水39戸の甚大な浸水被害が生じるとともに、小本川沿川の高齢者福祉

施設では、9名の死亡が確認された。 
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8月30日 

小本川水位データ（赤鹿） 

雤量データ（岩泉） 

最高水位 6.61m 

最大時間雤量 66mm 

最大24時間雤量 211mm 
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今回説明会の経緯 

 避難行動に踏み切れなかった。【施設管理者】 
    

   ・『避難準備情報』の意味が、「要配慮者を避難させるための情報」であることが、 

    施設管理者に理解されていなかった。 

 

   ・被災した要配慮者施設では避難マニュアルがなかったため具体な行動として 

    何をすればよいかわからなかった。 
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大阪の特徴 



大阪の特徴（地盤・地形） 

【出展】近畿地方整備局「地球温暖化に伴う大規模水害対策検討会（H22.1.7 第1回検討会 資料-3） 

【出展】大阪府土地利用現況調査 

【出展】国勢調査(H22) 

土地利用 昼間人口の集積 



私たちの身のまわりで起こりうる「危機事象」とは 

「危機事象」の種類 

自然災害 

風水害 ・・・・・ 台風（高潮）、豪雤、土砂崩れなど 
地  震 ・・・・・ 上町断層帯地震、南海トラフ巨大地震など 
津  波 ・・・・・ 南海トラフ巨大地震による津波、 
           海外での地震による津波           等 

重大事故等 

交通機関等  ・・・・・・・・・・ 列車や航空機、船舶事故 
原子力機関  ・・・・・・・・・・ 研究用原子炉、加工施設、発電所 
集客施設    ・・・・・・・・・・ 遊園地、商業施設、学校 
府管理施設  ・・・・・・・・・・ 庁舎、学校、福祉施設、医療施設 
石油コンビナート ・・・・・・・ 危険物・高圧ガス貯蔵施設 
森林、山林   ・・・・・・・・・ 林野火災              等    

国民保護事態 

武力攻撃事態、大規模テロなどの緊急対処事態       等 

その他 

感染症、大量殺傷、ハイジャック、サイバーテロ        等 

2015年9月 関東・東北豪雤 

2011年3月 東日本大震災 2014年8月豪雤による広島県土砂災害 

2001年9月 アメリカ同時多発テロ 
1995年3月 地下鉄サリン事件 



自然災害とは 

豪雨災害 



自然災害（豪雨災害） —洪水の氾濫メカニズム— 

外水氾濫 

内水浸水 堤防から水が溢れなくても、河川へ排水する川や下水路の排水能力の不足などが原因で、降った雤を排水処理
できなくて引き起こされる浸水 

河川の堤防から水が溢れ又は破堤して家屋や田畑が浸水する氾濫 

東大阪市（H16.10.20 台風23号による雤） 

関東・東北豪雤 

http://www.bousaihaku-smart.com/wp/wp-content/uploads/2013/11/naisui.jpg
http://www.bousaihaku-smart.com/wp/wp-content/uploads/2013/11/gaisui.jpg


自然災害（豪雨災害） —近年、大阪周辺で起きた豪雨災害— 
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【平成26年度】8月15日からの大雤 
京都府福知山市の浸水状況 

【平成25年度】台風18号 淀川水系桂川出水状況（京都市嵐山地区）  

平成25年8月 上の川（吹田市） 平成25年9月 天見川（河内長野市） 



自然災害とは 

土砂災害 



自然災害（土砂災害） —土砂災害の発生メカニズム— 

土石流 地すべり がけ崩れ 

地面にひび割れ・段差ができる。 
樹木が倒れる。 
池や川の水が濁る。 

小石がぱらぱらと落ちる。 
湧水が止まる（または急に増える）。 
がけにひび割れが入る。 
木が摺れる音がする 

（イメージ図：NPO法人土砂災害防止広報センター） 

急に流水が濁る。流木が混じる。 
雤が降り続いているのに川の水位
が下がる。 
山鳴り・地鳴りがする。 
木の裂ける音、転石の音がする。 

前ぶれ 前ぶれ 前ぶれ 



 
〈土砂災害〉 
 
土砂災害が 短時間に集中して発生 
 ・死者      ：72名 
 ・行方不明者  ：2名 

 平成26年8月19日夜から20日未明にかけて、広島市を中心とした 
局地的な豪雤により、川沿い帯状の範囲に土砂災害が集中して発生。 気象台：三入（ミイリ）観測局 

写真１ 

国土交通省：高瀬（タカセ）雤量観測所 

０ｋｍ      ４ｋｍ 

（広島市安佐南区八木付近の状況） 

被災写真 

自然災害（土砂災害） —平成26年8月豪雨の土砂災害（広島県）— 



自然災害（土砂災害） —近年の大阪で起きた土砂災害— 

 【がけ崩れ】 H25.9.16 
 茨木市清阪（2） 

 【土石流】 H25.9.16 
 交野市 前川第一支渓 

 【がけ崩れ】 H25.9.16 
 千早赤阪村 東阪-1 

 【がけ崩れ】 H25.9.16 
 豊能町木代 

 【がけ崩れ】 H25.4.8 
 柏原市 鴈田尾畑 

 【がけ崩れ】 H25.9.16 
 河内長野市 石見地区  【がけ崩れ】 H25.9.16 

 大東市 北条 

 【がけ崩れ】 H25.9.16 
 枚方市 杉（2） 

 【土石流】 H25.9.16 
 交野市天野川支川第四支渓 

 【がけ崩れ】 H25.9.16 
 四條畷市 清滝 



自然災害とは 

台風と高潮 



自然災害（台風と高潮） —台風と高潮の発生メカニズム— 

Ａ．吸い上げ効果 

 台風や低気圧の中心では気圧が周辺より低いため、気圧の高い
周辺の空気は海水を押し下げ、中心付近の空気が海水を吸い上げ
るように作用する結果、海面が上昇する。  
 

Ｂ．吹き寄せ効果 

 台風や低気圧に伴う強い風が沖から海岸に向かって吹くと、海水
は海岸に吹き寄せられ、海岸付近の海面が上昇する。 また遠浅の
海や、風が吹いてくる方向に開いた湾の場合、地形が海面上昇を助
長させるように働き、特に潮位が高くなりなる。  

熱帯の海上にいったん空気の渦がで
きると、渦の中心に向かって、多く水蒸
気を含んだ空気がまわりから流れ込む。
そして、上昇気流が生まれる。  

雲が作られ、雲は背高く成長して積乱
雲にまで発達。雲のできる過程で、水
蒸気が水粒に変わる。そのとき、非常
に多くの熱を放出し、その熱がまわり
の空気をあたため、上昇気流はさらに
強まる。  

これが繰り返されていくうちに、小さな渦は大き
な渦にまで発達する。これが熱帯低気圧の発
生です。熱帯低気圧が発達すると台風となる。 
同じ熱帯でも、大陸には熱帯低気圧はできませ
ん。海から放出される莫大な水蒸気が台風のエ
ネルギー源であるからである。 

台 風 

高 潮 



自然災害（台風と高潮） —過去の3大台風— 

項 目 室戸台風 ジェーン台風 第2室戸台風 

年度 昭和９年 昭和25年 昭和36年 

気圧（hPa） 955 970 937 

総雤量（mm) 22 65 43 

潮位（O.P.+m） 4.2 3.85 4 

浸水面積（ha) 4,291 5,625 3,100 

浸水家屋計（戸）府下 166,720 80,464 126,980 

罹災者数（人） 17,898 21,465 2,165 

死者数（人） 990【41】 221 7 

ジェーン 第2室戸 

室戸 

【浸水深凡例】 

：2～3ｍ 

：1～2ｍ 

：0～1ｍ 

【浸水深凡例】 

：2～3ｍ 

：1～2ｍ 

：0～1ｍ 

台風経路 

室戸台風による浸水区域 ジェーン台風による浸水区域 第２室戸台風による浸水区域 



自然災害（台風と高潮） —大阪に上陸した過去の3大台風— 

ジェーン台風による被害状況 大阪市港区市原付近 

第２室戸台風による被害状況 大阪市北区中之島 



自然災害（台風と高潮） —大阪に上陸した過去の3大台風— 

陸側 海・川側 



自然災害とは 

地震と津波 



  じしん    つなみ    

地震・津波 の発生メカニズム 
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  じしん    つなみ    

地震・津波 の発生メカニズム 

津波として陸地に到達。 

【参考写真】東北地方太平洋沖地震時の岩手県宮古市役所 
22 

http://livedoor.blogimg.jp/mythomaniayeti/imgs/a/2/a28f1db0.jpg


自然災害（地震と津波） —過去の日本の地震被害— 

窓ガラスの破損（福岡南西沖地震）震度５弱 

神社灯篭の倒壊（三重県中部地震）震度５強 
建築物の倒壊（中越震災）震度６弱 

住宅倒壊による道路閉塞（阪神淡路大震災）震度６強 高速道路の倒壊（阪神淡路大震災：神戸・芦屋市）震度７ 

断水（水道管破損による漏水） 
（東日本大震災 千葉県船橋市）震度６弱 

http://livedoor.blogimg.jp/kouei_jutaku/imgs/1/d/1d6aadce.jpg
http://blogs.yahoo.co.jp/bonbori098/GALLERY/show_image.html?id=23750910&no=0


自然災害（地震と津波） —大阪で想定される７つの地震— 

③
生
駒
断
層
帯 

⑥東南海・南海地震 
⑦南海トラフ巨大地震 

  
①上町断
層帯（A） 

②上町断
層帯（B） 

③生駒断
層帯 

④有馬高
槻断層帯 

⑤中央構
造線断層
帯 

⑥ 東 南
海・南海 

⑦南海 ト
ラ フ 巨大
地震 

マ グ ニ
チュード 

7.5～7.8 7.5～7.8 7.3～7.7 7.3～7.7 7.7～8.1 7.9～8.6 
9.0 
※津波9.1 

計測震度 4～7 4～7 4～7 3～7 3～7 4～6弱 5～6強 

建物全半
壊棟数 

全壊363千棟 
半壊329千棟 

全壊219千棟 
半壊213千棟 

全壊275千棟 
半壊244千棟 

全壊86千棟 
半壊93千棟 

全壊28千棟 
半壊42千棟 

全壊22千棟 
半壊48千棟 

全壊179千棟 
うち津波31千

棟 

出火件数
（炎上1日

夕刻） 

538件 254件 349件 107件 20件 9件 － 

死傷者数 
死者13千人 
負傷149千人 

死者6千人 
負傷91千人 

死者10千人 
負傷101千人 

死者3千人 
負傷46千人 

死者0.3千人 
負傷16千人 

死者0.1千人 
負傷22千人 

死者134千人 
負傷99千人 



自然災害（地震と津波） —南海トラフ巨大地震— 



自然災害（地震と津波） —南海トラフ巨大地震— 

大阪市 

堺市 

高石市 

泉大津市 

忠岡町 

岸和田市 

貝塚市 

泉佐野市 

田尻町 

泉南市 

阪南市 

岬町 

淀川 

関西国際空港 

和歌山市 

神戸市 尼崎市 

西宮市 芦屋市 

大和川 

津波到達時間 

大阪府内の震度 

○南海トラフ巨大地震 

 紀伊半島沖の南海トラフを震源とするマグニチュード9クラスの巨大地
震で、今後30年以内の発生確率が70%と言われている。（地震調査研究

推進本部 地震調査委員会） 



災害リスクの把握 



災害リスクの把握 —国管理河川の洪水浸水想定区域図— 

淀川浸水想定区域図 

洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、
対象とする河川が大雨によって氾濫した場合に、
その氾濫水により浸水が想定される区域および 
水深を示した図。 

洪水浸水想定区域図 



 ③「浸水想定区域」をクリック 

①大阪府HPトップページ 

『防災・安全・危機管理』 

↓ 

『防災』 

↓ 

②『防災情報』 

↓ 

③『浸水想定区域図』 

 確認したい河川をクリック 

 芥川の浸水想定区域図  神崎川の浸水想定区域図 

ＨＰでの閲覧のほか 

 

市町村及び大阪府の
土木事務所、河川室で
も図書で閲覧ができま
す。 

災害リスクの把握 —府管理河川の洪水浸水想定区域図— 
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■ 「洪水リスク表示図」 
   http://www.river.pref.osaka.jp/ 

災害リスクの把握 —府管理河川の洪水リスク表示図— 



住民の避難訓練状況 
（豊能町での避難訓練） 

地域版土砂災害ハザードマップの作成・ 
配布（泉佐野市） 

●情報伝達・警戒避難体制の整備【市町村等】 
  市町村地域防災計画において、土砂災害警戒区域ごとに、土砂 
  災害に関する情報収集・伝達等その他警戒避難体制に関する整備が 
  図られる。 
 
●ハザードマップの配布【市町村等】 
  警戒避難を確保する上で必要な事項を住民に周知させるため、 
  避難地や情報伝達手段等を記載したハザードマップなどの配布 
  等必要な措置を講じる。 

 建築物の移転等の勧告 

○ × 

 ●特定開発行為に対する許可制【都道府県】 
  住宅宅地分譲や社会福祉施設、学校、医療施設の建築のため 
  の行為は、基準に従ったものに 限って許可される。 
 
 ●建築物の構造規制【都道府県または市町村】 
  居室を有する建築物は、安全性を確保できる構造となってい 
  るかどうか、建築確認がされる。 
 
 ●建築物の移転等の勧告【都道府県】 
  住民等の生命又は身体に著しい危害が生じるおそれが大きい 
  と認めるときは、建築物の所有者等に対し、移転等の勧告の 
  制度がある。 

建築物の構造規制 特定開発行為に対する許可制 

○急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又は身体に 
危害が生じるおそれがある区域を指定 

○急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民 
等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがある区域を指定 

土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン） 

●土砂災害が起きそうな場所を 

           と       に分けて 

          みなさんにお知らせしています！ 
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＜国交省より引用一部加工＞ 

災害リスクの把握 —土砂災害のリスク・土砂災害警戒区域等の指定— 

土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン） 



図面欄のリンクをク
リックすると 

詳細な地図が確認で
きます 

こちらの図面で指定されているかご確認ください 

最寄りの土木事務所・市町村でもご覧いただけます 

災害リスクの把握 —土砂災害警戒区域等の指定— 



災害リスクの把握 —津波浸水想定区域図（南海トラフ巨大地震）— 

大阪府 南海トラフ巨大地震災害対策等検討部会 検 索 URL： http://www.pref.osaka.lg.jp/kikikanri/bukai/ 

大阪府 南海トラフ巨大地震災害対策検討部会
のホームページにアクセス！ 

大阪府域の全１６ブロックの詳細な津
波浸水想定区域図が確認できます。 
まず、施設の場所を見てみましょう！ 

http://www.pref.osaka.lg.jp/kikikanri/bukai/
http://www.pref.osaka.lg.jp/kikikanri/bukai/


ハザードマップ 
ハザードマップは、洪水・土砂災害・津波災害などのリスクとともに、 
 避難に関する情報等が記載されたものです。 

○（例）摂津市のハザードマップ 

34 

避難場所 

行政機関の連絡先 等 

浸水深の表示 

災害リスクの把握 —ハザードマップ— 



避難情報の入手と活用 



避難情報の入手と活用 —避難行動のタイミング— 

どんなときに発令 避難情報の種類 みなさんのとるべき行動 

     ひなんじゅんび  

避難準備・ 
こうれいしゃとうひなんかいし 

高齢者等避難開始 

ひなんかんこく 

避難勧告 

ひなんしじ  （きんきゅう） 

避難指示（緊急） 

事態の推移によっては避
難勧告や避難指示（緊急）
等を発令することが予想さ
れる場合 

災害による被害が予想さ
れ、人的被害が発生する
可能性が高まった場合 

災害が発生する状況がさ
らに悪化し、人的被害の危
険性が非常に高まった場
合、または災害が発生し現
場に残留者がある場合 

○ いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じ 
 る人は、避難を開始しましょう。 
◎施設を利用されている要配慮者を計画された避難場所への 
 避難誘導及び支援行動を開始してください。 

○身の安全を確保し、家族、近所で助け合いながら避難場所へ 
 避難をしましょう。 
○浸水等が始まってからの避難は危険 
 です。状況に応じて、自宅の2階以上へ 
 避難をしてください。 
○地下空間にいる人は、速やかに安全 
 な場所に避難しましょう。 

○直ちに避難をしてください。 
○外出することでかえって命に危険が及ぶ 
 ような状況では、自宅内のより安全な場所 
 や近所の頑丈で高い建物へ避難しましょう。 

低 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

危
険
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高 

○避難情報には以下のものがあります。 ここがポイント！ 



はん濫危険水位 

避難判断水位 

はん濫注意水位 

水防団待機水位 

水
位
の
上
昇 

時 間 

決壊 

避難情報の入手と活用 —避難行動のタイミング（洪水の場合）— 

ふだんの水位 

河川水位 河川情報 市町村からの情報 

はん濫危険情報 

はん濫警戒情報 

はん濫注意情報 

避難勧告 

避難指示（緊急） 

住 民 

避難準備・ 
高齢者等避難開始 

※注意 河川水位の高さと堤防や家との関係は定まったもの 

      ではありません。あくまで説明用の想定です。 

（注意） 

避難勧告等の発令基準は各市町村ごとに設定さ
れています。図は標準的なものを示しています。 
詳しくは、お住まいの市町村にご確認ください。 

ここがポイント！ 



避難情報の入手と活用  —河川カメラの活用— 

パソコンやスマートフォンから河川のライブ画像が確認できます！ 

QRコード 

大阪府 画像公開システム 検 索 

URL: http://www.osaka-pref-rivercam.info/ 

地域からも選択できます 
 ・北大阪  ・大阪市内  ・東部大阪 
 ・南河内  ・泉州     ・府下全域 
 

①パソコンやスマートフォンで検索 ②地図上から見たいカメラをクリック ③河川の状況が確認できます 

自然災害に対しては「自らの判断で避難行動をとること」が原則です。どこでどのような情報を入手できる
か、日ごろから確認しておきましょう。大阪府では、みなさんの避難行動につなげるため、平成２７年度より
河川の状況がライブでわかる“河川カメラ”の設置をすすめています。災害時には、河川の状況などを確
認の上、適切に避難しましょう。 

パソコンから 

スマートフォンから 

平常時の様子 

府下全域で65台の河川カメラが閲覧できます 
（平成29年2月末現在） 

現在の様子 



避難情報の入手と活用 —避難行動のタイミング（土砂災害の場合）— 

＜気象庁HPより＞ 

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト 



避難情報の入手と活用 —避難行動のタイミング（高潮の場合）— 

＜気象庁HPより＞ 

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト 



避難情報の活用 —避難行動のタイミング（津波の場合）— 

津波警報・注意報の種類 

種類 発表基準 数値での発表 
（津波の高さ予想の区分） 

巨大地震の
場合の発表 

想定される被害と 
取るべき行動 

大津波警報 予想される津波
の高さが高いとこ
ろで３ｍを超える
場合。 

10ｍ超 （10ｍ＜予想高さ) 
10ｍ （5ｍ＜予想高さ≦10ｍ） 
5ｍ （3ｍ＜予想高さ≦5ｍ） 

巨大 木造家屋が全壊・流失し、人は津波によ
る流れに巻き込まれます。 
沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高
台や避難ビルなど安全な場所へ避難して
ください。 

津波警報 予想される津波
の高さが高いとこ
ろで１ｍを超え、
３ｍ以下の場合。 

3ｍ （1ｍ＜予想高さ≦3ｍ） 髙い 標高の低いところでは津波が襲い、浸水
被害が発生します。人は津波による流れ
に巻き込まれます。 
沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高
台や避難ビルなど安全な場所へ避難して
ください。 

津波注意報 予想される津波
の高さが高いとこ
ろで０．２ｍ以上、
１ｍ以下の場合
であって、津波に
よる災害のおそ
れがある場合。 

１ｍ(0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ) （表記しない） 海の中では人は速い流れに巻き込まれ、
また、養殖いかだが流失し小型船舶が転
覆します。 
海の中にいる人はただちに海から上がっ
て、海岸から離れてください。 

避難指示（緊急） 地震が発生してから約３分を目標に発表 



避難情報の活用 —おおさか防災ネットで確認しよう— 

おおさか防災ネット 検 索 URL：http://www.osaka-bousai.net/pref/index.html 

避難勧告・指示 
大阪府内で、各市町村が避難
勧告や避難指示（緊急）が発令
している場合に、その発令状況
を確認できます。 

避難所情報 
大阪府内の避難所の情報を核
にできます。どこの避難所が開
設されていて、今何人が避難し
ているかを確認できます。 

防災情報メール 
コチラから防災情報メールの登録が
できます。 

高所カメラ画像 
府内の３箇所（五月山、生駒山、和泉
葛城山）に設置されている高所カメラ
の画像を閲覧できます。 

河川カメラ画像 
国土交通省、大阪府が設置している
河川カメラの画像を閲覧できます。 

各市町村のホームページ 
府内４３市町村の公式ホームページ
へのリンクです。 

地震・津波・台風情報 
自治体が発表する地震・津波・
台風に関する情報を確認できま
す。 

気象警報・注意報・気象情報 
気象庁が発表する気象警報や
注意報等が確認できます。 

気象庁へのホームページリンク
です。 

大阪府河川防災情報 
雤量や水位等の観測情報の確
認や洪水リスク図、市町村のハ
ザードマップへアクセスできます。 

土砂災害の防災情報 
土砂災害警戒情報の発表状況
などを確認できます。 



防災情報メールに事前に登録しておけば、注意報の発令情報や施設の近くの 
河川の水位が危険な状況になった時に、その情報をメールで受け取ることができます。 

避難情報の入手と活用  

防災情報メールに登録すると、携帯電話に防災情報メールが届きます！ 

避難勧告の場合 

各避難情報ごとにメールが配信されます。 

以下の地区で避難準備が発令されました。 
 
災害名称 ：20160918風水害 
発表日時 ：2016/09/20 13:45 
対象地区 ：北条・野崎・寺川・中垣
内・龍間地区の一部 
区分   ：準備 
対象世帯数：  5779世帯 
対象人数 ： 12235人 
 
大阪府から土砂災害警戒準備情報が発令
されたため、避難の準備をしてください。
なお、自主避難の方のため、北条人権文
化センター、北条中学校、野崎人権文化
センター、四条中学校を避難所として開
設します。 

（例）避難準備・高齢者避難開始のメール例 

        避難準備・高齢者等避難開始 

            避難勧告 

          避難指示（緊急） メール 3通目 

メール 1通目 

メール 2通目 

土砂災害警戒情報の場合 水防警報の場合 

                          はん濫注意水位 

                       避難判断水位 

                       はん濫危険水位 メール 3通目 

メール 1通目 

メール 2通目 

大阪府 発表 
◆観測時刻 
09月28日 17時20分 
 

◆はん濫危険・避難判断水位超過 
--高槻市-- 
[檜尾川*/女瀬川] 
 

※[]内は河川名を示します。 
※「*」印は、新たに判定水位超過と
なった河川を示します。 

水位の上昇に伴い水位超過の 
情報がメール配信されます。 

（例）避難判断水位超過の場合 

                土砂災害警戒準備情報 

                     土砂災害警戒情報 メール 2通目 

メール 1通目 

土壌内の蓄積雨量の指標と長時間の降
雨から判定してメール配信されます。 

大阪府 大阪管区気象台 共同発表 
土砂災害警戒情報が発表されましたので以下の通りお知ら
せします。 
 

◆発表日時 
09月20日 15時40分 
◆警戒対象地域 
富田林市* 
*印は新たに警戒対象となった市町村を示します。 
◆警戒文 
＜概況＞ 
大雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危険度が高まっ
ています。 
＜とるべき措置＞ 
崖の近くなど土砂災害の発生しやすい地区にお住まいの方
は、早めの避難を心がけるとともに、市町村から発表され
る避難勧告などの情報に注意してください。 

（例）土砂災害警戒情報のメール例 

大阪府 防災情報メール 検索 

登録方法は... 



避難確保計画の作成 



避難確保計画の作成 

施設の場所にどのような自然災害の
リスクがあるか確認してください。 

施設の場所に自
然災害のリスクが
ひとつでもある 

対応の 
必要なし 

NO 

YES 

洪水、内水、土砂災害、高潮、津波 

・避難確保計画の作成 
・訓練の実施 
・自衛水防組織の設置 

非常災害対策計
画や消防計画等
がすでにあるか 

YES 

既存の計画に、今回新たに作成した
計画を追加してください 

新規計画として作成 
NO 



避難確保計画の作成 

  利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な 
体制や訓練その他の措置に関する計画。 

非常災害対策計画や消防計画等、災害に対処するための具体的な計画を定めている場合は、 
既存の計画に「洪水時等の避難確保計画」の項目を追加することでもよい。 

避難確保計画とは 

避難確保計画に定めるべき事項 

 １．防災体制 
  （情報収集・避難場所と避難経路・資機材の準備・保護者への事前連絡 
   ・周辺住民への事前協力依頼） 
 ２．利用者の避難誘導 
 ３．避難の確保を図るための施設の整備 
 ４．起こり得る災害を想定した防災教育及び訓練の実施 
 ５．自衛水防組織を置く場合、活動要領・構成員への教育と訓練  
 ６．その他の事項 



要配慮者利用施設管理者の皆様への依頼事項 

１．みなさんの施設が各自然災害の影響範囲内かどうか確認してください。 
 
 
 
 
 
２．範囲内の場合、避難確保計画の作成・変更、訓練の実施、 
  利用者の迅速な避難確保を行う自衛水防組織を設置してください。 
 
 
 
 
３．避難確保計画を作成した場合、施設所在地の市町村に報告を 
  お願いします。 
 
 
 
 



避難確保計画の作成 

 国土交通省が、要配慮者利用施設における洪水時等の避難確保計画の作成の参考とするため、
「避難確保計画作成の手引き」をホームページで提供している。 

避難確保計画を作成するにあたって 

【掲載ホームページ】 
http://www.milt.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jie
isuibou/pdf/hinankakuho_tebiki_suibou201701.pdf 

http://www.milt.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/hinanka
http://www.milt.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/hinanka


 ご静聴、 
  ありがとうございました。 



避難訓練の実施 （避難訓練のシナリオが「避難行動タイムライン」に！） 

洪水・土砂災害に関する避難訓練シナリオの例（台風の場合） 

要配慮者利用施設 
（訓練シナリオ） 

市町村 国・大阪府 気象台 

1週間前 

5日前 

3日前 

2日前 

24 ｈ前 

台
風
に
関
す
る
気
象
情
報
（
台
風
情
報
） 

(

大
雨
に
関
す
る
）
大
阪
府
気
象
情
報 

３ ｈ前 

発生 

指定河川洪水予報 
避難判断水位到達 

氾濫危険水位到達 

堤防天端水位到達・越流 

避難準備・ 
高齢者等避難開始 
○避難所開設 
 

 

避難勧告 

避難指示（緊急） 

○○：○○ 自主防災体制の確認訓練 

○○：○○ 気象情報確認訓練 

○○：○○ 防災情報確認訓練 

○○：○○ 河川カメラ確認訓練 

○○：○○ 要配慮者避難開始 

○○：○○ 避難所到着 

・避難訓練で、時系列の訓練シナリオを作成しておくと、実際の災害時の避難行動タイムライン 
として活用できます。 
・災害時における気象台⇒国・府⇒市町村⇒皆様への情報の流れを意識して頂くと効果的です。 


